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イン非対称ツェルニー ター ナー 型の 14m真空分光器で、 420x 320mmの大型回折格
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れるO また量的概念を明確にしておくと、 VSに於いて、像面上 1mm
の偏移量は、 1:17鏡の傾きで表現すれば、 1/14000/2 rad. =7.37"で、
カメ?鏡の直径両端に1:10μmの基準面からのずれがある事に相当するO




形成して収納されている O 装置運転の実操作としては、主電源 (VMB)
ONでVSRsもONとなるが、油圧*0i7。及び油圧ONを前提とする VS筒回転




分光器の内部光学素子は、 3リトタ鏡、カメ?鏡、 回折格子の 3点のみで
ある。
2. J." 0 ~トル像の移動の実態調査
先ず、スヘ。クトル像の移動の実態を確認する目的で、 入射口に蛍光灯




/OFF、 トうヴキリー の ON/OFF等、 種々の条件下での測定が反復された。






(2) [16. 3h--20. 3hJ主電源・望遠鏡油圧・同駆動電源をONとし、 作業
台保守作業の為、望遠鏡を作業位置1--7に7。リセ川、作業台昇降。
(3) [20. 3h--29. OhJ分光器油圧も ONとする。 21.6hより 2.2時間、望
遠鏡のみ通常観測運転の後、格納位置へ戻す。 その後も両油圧
ONのまま経過観察。
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1) 主電源ONの電気hけで、像野は堅い短周期の微振動(1:" 1: "リ〉を
起すが、振幅く土 O.2mm、継続時間数秒である。
2) 望遠鏡油圧ONでも1:"1:"リは起る。




4) VS油圧ON/OFFを問わず、 観測台 j-7"Jレ面のタヲ1:0 i?"で1:"1:" Jレ。















されるが、 70 リセヲト完了直後の位置ずれは認め難い。 但し、長時間
像移動は、 VS油圧ONを始点、として急速に進行する O
10) VS筒の回転により、長時間像移動のハ。ターンは変調される O 即ち、
像移動はrγ ジョンディヘ。 ij"iトである。












































うディ了ルハ。ットー があり、 夕げ外周の奥1/3部は局所熱源たる 7。リント基板?
ヴク (VSRl-4)に固まれている事から、 VS構成要素中で最も不安要因の
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れる可動部・可擦部として、 ( 1 )重錘の振動によるホイールの遊び。 ピヴ




測事実の説明困難であるo (3) 格子枠のレール上での動き。 これは VS
筒の油圧ONに伴う膜厚分の最大傾き1.5"より逢かに大きな傾きを格















かり凹部に押え込まれていると思われるO これは、大角度の 7.IJ f 'Yト
を正逆何れの方向から繰り返しでも、それぞれの終了位置再現性が J 






部に注目すると、両端の亜鈴鋼球 (Niro) は 9~、中心距離は部位に
より、 20/24/36の3種で、 結合ロヴド (X12CrMoS17)の太さは 2.5 ~であ
る。 テストされた水平に近い格子角は、伸縮・擦みに対する最大負荷の
方向でもあり、 もしこのロヲドの弾性変形が像移動の原因とするなら















るO この観点、から、 もう 1度、 VSの構造に立ち返ると、 ( 1 )油圧ヘー
7リンク... ( 2) エレクトロニクス?け (VSRl-4)、 が主要熱源と考えられる。 即ち、
(1) V S油圧OFFでも、主電源 (VMB)ONでVSRsに火が入り加熱が始まる。




















定された温度であるが、 この内、主断面に対し対称位置にある T(3) 
とT(5)との温度差が!:lY移動量と強い正の相関を示す事が上図から
明瞭に読み取れるO ここに !:lY/!:lT-勾配は、 VSRsのみをONとした初
期昇温時、油圧も ONとした直後、両者共 OFFとした冷却時で異なり、
??? ?
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部でも、熱源の球状ヘー 7リンゲが主断面内にあるので、 これに近い 3リメ
寸側(=スリヴト側)が暖部、 11-7側が冷部である。 従って、 この位置でVS
筒が一様変形するとすれば、大局的にスリット側側面を凸とする弓形変






い。 またム入の長時間変動では、 7'Y~内温度との相闘がl:1 Yの場合程
明瞭でなく、油圧OFF の状態からの見当としては、外気温依存性も
無視できず、程度の差はあれ、油圧倒の状態でも同様と考えられるO






















4) 油圧ON時には、 VSRs・塔内給排気共に ONとする必要があるが、















小7777ー の違いを許して 1目盛りが A 入の 0.5mm、 VSRs庫内の等価温






はイ了リンクーに最近の 3リメイ側で+2. 40C、 最遠のカメ?側で+1. 1 oc、 こ
れらより I60
0 隔てた 3リメイ側で +1. 80C、カメ?側で+1. 20Cで、 主断





6) 7ディ7)レヘー 7リけ。では、 油圧ON後 90分でハ。ッド吐出油温は当初室温
より+9. OOCされたが、直近の摺動面温度の上昇は+3. OOC、 これよ




























































































































































































る外置型の 7ィン・7。レート式水冷熱交換器 2台をタンク前面に新設し、 熱交
換能力を支配する冷却水温と流量の強化の為の大型の冷水機も導入
された。 また低温の滞留油の総量を増す為、 180 Qの補助タンクも併設
した。現在の設定では冷却回路の循環油量14.4Q/rnin、 60Cの冷却
水の流量35Q /rninで、 3000kcal/hの熱交換率を得ている。更に、冷

















同図は全てを斉時に ONとした例であるが、 油タンク冷却回路を事前に / 



































不等変形で、 熱源は、 (1) 高温の油圧作動油、 (2) 制御エ川トロニクス、
( 3) 室温及び外気温で、不等となる理由は、 (1 )油圧吐出口での局









に有効と思われる。例えば 1]，~7*O- トを十字動架台化し、視野内の適 { 
当に細い 1本のスヘ。川jレ線とスリヴト面に張られた 1本のへ77インの像とで作 ¥ 
られる十字線像をモニターし、 その位置ずれをリ7Jレタイムで架台に 7ィートーハーヴ
クするような撮像系の追随移動による能動的補償を考える方がはる
かに得策であるo 2軸の内、 A 入は、 VGR-駆動の最小単位が軸回転





回の事例を顧みて、今後の大型分光器設計に際しては、 ( 1 )制御エレ
クトロオスのみならず熱源となる付帯機器を、 可能な限り分光器本体か
ら遠ぎけで熱隔離する事、 (2) 放熱効果を十分検討し、不用意な非
対称構造を避ける事、 (3 )油圧装置を使用する場合は、最も効率良
く温度制御の可能な高圧1次回路での熱除去装置を併設する事、 (4) 
予想される観測継続時間より十分長い伝熱遅延を実現できる断熱処
理を施す事等の熱的配慮が、光学的設計と不可分に重要である事が、 ( 
周知の事ながら再認識された。
最後に、本調査研究に於いて、カーjレ町村株式会社の積極的協力を得
たことを記して、謝意を表したい。
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